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武士道とコンプライアンス【骨子】
はじめに

1. 武士は、いつどのように発生したのか
（１）武士の誕生：

新渡戸稲造は、その著書「武士道」（第1章）の中でつぎのように書いている。「ヨーロッパと同様に日本では、封建制が主流となったとき、職業階級としての武士がおのずから台頭してきた。」武士が日本社会に登場してくるのは、平安時代の中ごろ、10世紀から11世紀にかけてのころと思われる。貴族社会から中世へと時代が転換していく中で貴族メンバーが文学、儒学、和歌、儀式といった特定の技能を家職として専門分業化していった。その過程においてまた武技を専門職能として軍事・警察的職務を担当する社会階層としてできあがっていった。その代表が、源氏と呼ばれる集団である。
（２）武士と侍：

武士は、もともと貴族の近くにいてその身辺を守っていたことからいつからか「さぶらい=侍」と呼ばれるようになった。貴人や主人に仕えるという意味の「さぶらう」という言葉からきている。「武家」も「武士」もはじめは、同じ意味だったが、江戸時代に入ると武家は大名クラスの武士を指し、武士は領地を持つ中級以上の武士を指し、侍は、下級武士を限定するときに使われるようになった。しかし、大名の中にも自分のことを「侍」というものもあり、厳密に分けるのは難しい。
2. 武士道は、いつどのように誕生したのか

（1） 武士道が生まれるまで：
　　　武士が日本の歴史に明確な形で登場したのは、平安時代から鎌倉時代にかけてと考えられている。平安時代から戦国時代にかけての武士は、つぎのような考え方に基づいてたたかっていた。「戦場においては、一騎当千の勇敢果敢な働きをなし、傍輩（ほうはい）と先陣を争ってあっぱれ敵陣への一番乗りを遂げ、名のある敵を相手にまわして一騎打ちを挑んで見事その首級を奪い取り、敵味方の見守る前で騎馬弓射の妙技を披露し、ついには主君の馬前において潔く討ち死にすることをもって最高の名誉とみなしてきたのである。」（【武士道その名誉の掟】笠谷和比古著、教育出版より）。そのような武士特有の倫理はやがて「武道」や「士道」といった言葉で表現されるようになった。しかし、「武士道」という言葉は、まだ、それほど一般的ではなかった。
（２）「武士道」の登場
「武士道」という言葉や思想が明確な、形となって表れるのは、江戸時代に入ってからといわれているが、諸説がある。諸説の紹介（【別途内容を追加する】）
3. 武士道のル―ツは、どこからきているか

　　　　新渡戸によると武士道の源泉と考えたのが仏教と神道である、また、道徳的な教義に関しては、儒教の教えが基になった。さらに儒教から派生した朱子学や陽明学の教えも武士道に大きな影響を与えた。武士道のバックボーンになった仏教、神道、儒教、朱子学、陽明学についてその内容は次のとおりである。（【別途、内容を追加する】）。
1 仏教

2 神道

3 儒教

4 朱子学

5 陽明学

4. 武士が武士道を学んだ書物

江戸期に武士によって書かれた武士道書により、本物の武士道精神を知ることができる。戦前の教師志願者が熟読したと言われる文検受験用の「国民道徳要領」の中に「武士道」という章があり、そこに江戸期の「武士道研究の参考書として次のような書名が挙げられている。（これらのいくつかと宮本武蔵の「五輪の書」と山本常明の「葉隠」を加えて内容（概要）を紹介する。）（【別途、内容を追加する】）
1 「武教小学」「武教本論」「山鹿語類・士道」、「配所残筆」（山鹿素行）
2 「武事提要」（山鹿高恒）
3 「武治提要」（津軽政方）
4 「翁問答・文武問答」（中江藤樹）
5 「集義和書」「集義外書」（熊沢蕃山）
6 「武士訓」（井沢蟠龍）
7 「武訓」（貝原益軒）

8 「武道初心集」（大道寺友山）

9 「明家家訓」（室鳩巣）

10 「士道洋要論」（斉藤拙堂）　

11 「武学啓蒙」（力丸東山）

12 「武道便蒙録」（須賀井政秀）

13 「武教全書講録」（吉田松陰）

5. 明治武士道
　菅野　覚明（かんの　かくみょう）氏の意見（武士道の逆襲）
菅野氏によると：

武士が生きた時代に、武士の武士たるあり方として形成された「武士道」と、武士が退場した時代に、日本国民の日本国民たるあり方として編成された「明治武士道」とは明確に違う。本来の「武士道」、即ち自己と守るべき妻子や領地や主君とを徹底的に守り抜こうとする私的戦闘者としての武士。それがどうして、またいかにして、近代国民国家日本において“復興”され、高唱されたのか。特に現代の我々がイメージしがちな「武士道」は、明治期に作られた明治武士道であり、新渡戸の武士道は、『明治武士道』とした方がその内容にふさわしいと思える。

明治維新は支配者としての武士階級を抹殺し、それまでの地域絶対君主であった藩主（＝大名）に換えて天皇を全国民の君主に据えた革命であった。そして武士に換えて徴兵制を敷き国民を兵隊にした。しかし「百姓兵」には武士のような道徳律がなく、兵としては極めて弱体であった。そのために武家の道徳であった武士道に代わる道徳が必要であり、それが1882年（明治15年）の軍人勅諭（軍人勅諭は、忠節、礼儀、武勇、信義、質素の5つが柱となっている。）となり教育勅語となった。新渡戸の武士道もその流れの中で書かれたものである、と述べている。
6. 武士道とコンプライアンス

（１）「武士道」の光の面：
武士道とコンプライアンスの関わりをみていくとつぎのようなことが指摘できる。

1 武士道そのものから：

・武士道は、日本の標章である桜の花にまさるとも劣らない、わが国土に根ざした花である。それは、われわれの歴史の植物標本箱に保存される、干からびた古い美徳ではない。私たちの間にあってそれは、なんらの実体的な形を持たないが、道徳的雰囲気の香りを漂わせ、私たちがなおその魅力のもとにおかれていることに気づかせてくれる。」（新渡戸氏）
・特異な道徳である「武士道」を形づくった日本人の特性は、変容しながらも現在に生き続けている。（「武士は、食わねど爪楊枝」、「がまんの哲学」など）

・武士の心の奥深く刻まれた律法、それが武士道にほかならない。そしてそれは、単なる信条としてではなく、実際に実行されることで一層強い効力を発揮してきた。

・武士道では、名誉を守る規範とされており、日本には、「恥=不名誉」という自らの行いを律する価値観が根付いていた、（PRESEDENT NEWS 2006/12より）

・すなわち、武士道は、元来、封建武士社会から生まれたものであり、その武士社会はもはや過去のものとなってしまったが、武士道の精神は、今も生きていて、日本人の心の中に生きている。
2 社会心理学的な面から：
社会心理学上、職業的自尊心（ノブレス・オブリジェ）の部分がコンプライアンスと大きなかかわりがあることが分かっている。企業や組織の安定化、倫理性、社会性を考えるとき、ひとつのキーワードが「職業的使命感」であり、もっとも高揚した形では、職業的使命感は、「ノブレス・オブリジェ」（高度な使命感）と呼ばれる。さまざまな職業のさまざまな人たちが、それぞれの持ち場と役割に応じて、自分の貢献と責任を内面化したとき、それが、職業的使命感となる。職場の多くの人が適切な職業的使命感を備えるようになれば、組織の社会性が安定化する。（職業的使命感のマネジメント-ノブレス・オブリジェの社会技術」　岡本　浩一著）。
（2） 武士道の暗闇の面：
義、勇、仁、礼、誠、名誉、忠義という武士道を象徴するキーワードがあるがそれらには、コンプライアンス上、いくつか相いれないものがあるように思われる。
①「武士道」では、名誉を守ることが重要であり（「恥となる」「卑怯である」「忠義に反する」ことはしない）これが日本的経営にどこまで残っているかは、不明である。中にはコンプライアンス上は、マイナスの面があるのではないかと思われる。具体的には、
・「武士のなさけ」などといった理由で、一旦、職を辞すると真相の追求がなされないケースがある。（政治家が議員を辞職したときなど政界によく見られる。「武士のなさけ」でこれ以上は、責任を追及しないなど・・・）

・「忠義に反する」という理由で会社や上司の行動（たとえ不正があっても）に従う。
②また、武士道で重視されている行動が社会心理学で、規定される同調、服従、内面化に結び付かないかという点が危惧される。
・同調：「集団は、自分の価値を感じさせてくれる反面、ストレスの原因となることも多い。暗黙のルールや、無言の圧力により、自分の本心を見失ってしまうこともある。」

集団行動の心理面からは、集団に対する問題提起などが困難で「無責任の構造」に落ちることになる要因の一つが同調という社会心理学的現象である。

集団内の人たちは、考え方や外見、行動パターンなどが似ている（集団の斉一性：せいいつせい）。そしてメンバーには、共通のルール（集団規範）に基づいて行動する。この背景には、つぎの二つがあり、その結果、周囲への同調行動が増え、集団内のメンバーどうしが似通ってくる。

・情報的影響：客観的と思われる他者からの情報によって正しい反応を行おうとする。

・規範的影響：他者から拒否されたくないため集団の行動パターンにあわせようとする。

・服従：「えらい人の意見にはやっぱり、逆らえない」

対人関係や職権などのもとで発生する強権力を社会心理学的には、「社会的圧力」という。社会的圧力のもとで不本意な行動をさせられるのが服従である。服従は、社会的圧力という点で同調とは異なり自発的に生じる行動ではない。服従している本人には、自分の意見に反した行動であるという自覚がある。服従を相手に強いるための必要な賞罰がなくなったり、服従を確認するための監視がなくなるとこの行動は起こらなくなる。

「権威者のいいなりなどならない」と思っている人は多いが人は、いとも簡単に権威に屈してしまう。（アメリカの社会心理学者ミルグラムによる「電気ショック」の実験が有名。これは、第二次世界大戦中のドイツ人によるユダヤ人の大量殺りく（ホロ―コースト）を概念モデルとして行われた実験である。ここでは「学習におよぼす罰の効果」を調べる実験との名目で、実験参加者（実験対象者）に教師役になってもらい、生徒役（サクラ）が問題を間違えたら電気ショックを与えるように監督役（実験を行う人）が命令する。その結果、６割以上の人（実験参加者）が致死量の「電気ショック」を与えた。実際は、「電気ショック」を与えておらず、生徒役が演技をするだけ）。

権威に対して、本心と異なる言動をとるとき、人は苦痛を感じる。その痛みを和らげるため、「自分は、権威者の要求を実行する代理人にすぎない」と思いこむ代理状態となったり、「人に苦痛を与えても、科学のため」などと自分の行為を正当化しようとする。

・内面化：「値観・態度が内面化しはじめることがある。」

服従は、強制力の源泉があってはじめて起き、同調は、モデルがあって起きる現象であるが、内面化は、当該の行動の背景となる価値観が修得されたため、強制力もモデルもなしに、行動が、継続される現象である。
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